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学生への指導方針 
細菌学研究に必要な知識と実験技術を習得することを基盤とし、各研究テーマに応じて、遺

伝子操作、細胞培養、動物実験などのスキルを身につけることを目指します。研究テーマは、

研究室で進行中のプロジェクトを基に、個人の希望も考慮して決定します。 

学生に対する要望 
研究への熱意を持ち、自ら研究方法や解決策を主体的に考えられる方、さらに、周囲との協

調性を大切にできる方を歓迎します。 

問 合 せ 先 
(Tel) 06-6879-8277 

担 当 者 塚本 健太郎 
(Email) tsukamoto@biken.osaka-u.ac.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 
出願前に担当者に連絡し、研究室を一度訪問してください。 

 
 当研究室では、主に人獣共通感染症の原因となるバルトネラ属細菌を研究対象としています。特に、Bartonella 
henselae（バルトネラ・ヘンセレ：猫ひっかき病の原因菌）という菌種を中心に研究を進めています。この菌は

ネコを自然宿主として感染することから、私たちヒトにとって最も身近な人獣共通感染症の一つといえます。バ

ルトネラ属細菌はヒトに感染すると血管新生を誘導するという、他の細菌には見られない特異な性質を持ってい

ます。これがヒトへの感染性や病原性に深く関与すると考えられています。一方で、本菌を保菌する自然宿主で

はほとんど病原性が見られません。このような宿主特異性がどのように引き起こされているか、病原性の発現に

関わる因子は何か、こうした疑問を解決するため、私たちは宿主-病原体相互作用に焦点を当てた研究を進めてい

ます。研究手法としては、遺伝学的手法（細菌の変異株の作製・ゲノム配列決定・タイピング）、生化学的手法

（組換えタンパク質の作製・分子間相互作用解析）、細胞生物学的手法（培養細胞を用いた感染実験・イメージン

グ・ハイコンテントスクリーニング）、感染動物実験など幅広い手法を取り入れています。また、Organ-on-a-chip
など最新の研究手法なども積極的に導入しています。さらに、これまでに同定したバルトネラ由来の血管新生因

子を創薬に利用する試みなど、基礎研究の成果を実用化するための応用研究にも取り組んでいます。 
 
  当研究室の研究は病原体と宿主の相互作用に焦点を当てており、細菌側と宿主側の理解の両方を深めること

が重要です。そのため、細菌学にとどまらず、広範な視野で物事を捉え、柔軟な科学的思考力を持つ人材を育成

することに注力しています。学生には学位取得を念頭においた着実な成果が見込まれるテーマに加え、新たな分

野を切り開くようなチャレンジングなテーマにも取り組む機会を与え、知的探究心を刺激するような研究を提案

します。研究室は微生物病研究所の附属感染症国際研究センター内に設置されており、当該センターの実験室や

居室はオープンラボ構造をとっているため、異なる分野の学生や研究者との交流が容易で、協調性やコミュニケ

ーション能力も養える環境です。最初の 1 年間は学生と頻繁なディスカッションを通じて研究方針の微調整を行

い、その後は学生自身の力で目標を達成できるよう、サポートを中心とした指導を行います。 
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研究室 HP： 
https://tsukamoto-lab.biken.osaka-u.ac.jp/ 


